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論文審査の要旨

糖尿病治療においてインスリンは最も効果的に血糖コントロールで、きる治療法であ

る。インスリン療法を実行するためには、 Bandura が提唱した“Selιefficacy" が重要で、あ

る。現状ではインスリン治療に特化した self-efficacy を測定する質問紙は未だなく、本研

究では糖尿病インスリン使用中患者の self-e 伍cacy を測定する新たな質問紙を開発した。

今回実施した質問紙の開発は、 3段階に分かれた標準的な手法を用いた。第 1段階 : 当

院外来通院中のインス リン治療 中の患者 12 名に面談を行い、質問項目の作成と整理を

行った。第2段階:対象患者 24名に質問紙を配布し、質問紙の評価を行った。その後、

項目の改訂を行い、 21 項 目で構成されたInsulin therap y self-efficacy scale(ITSS) 質問紙を

作成した。第 3段階:対象の患者に ITSS 質問紙を配布し、計量心理学的評価が行われ

た。その結果、因子分析で質問項目で4因子が同定され、質問紙の妥当性と信頼性が認

められた。 このことより、 ITSS 質問紙は患者の se1f-efficacy を測定する尺度と して、 臨

床的有用性を認め、将来の治療の成功につながると示唆された。本研究はインスリン使

用中の糖尿病患者の se1f-efficacy を測定する質問紙を開発した、有意義な研究と評価さ

れた。
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文と ともに糖尿病学の進歩に寄与すると

ころが大きいと認める。
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